
（単位：百万円）
平成２１年度 平成２２年度
中間会計期間 中間会計期間

（平成２１年４月１日から
平成２１年９月３０日まで）

（平成２２年４月１日から
　平成２２年９月３０日まで）

金　　額 金　　額

60,000 60,000

― 60,000
― △60,000
― ―

60,000 60,000

350,000 350,000

― 60,000
― 60,000

350,000 410,000

452 452

― ―
452 452

6,918 7,253

335 373
335 373

7,253 7,626

30,000 45,000

15,000 15,000
― △60,000

15,000 △45,000
45,000 ―

29,764 29,764

― ―
29,764 29,764

1,629 ―

△ 1,629 ―
△ 1,629 ―

― ―

528 47

72 553
△ 372 △372
△ 300 180

227 228

― ―

― 6,000
― 6,000
― 6,000

科　　目

　　　　　　　　　　当中間期変動額合計
　　　　　　　　当中間期末残高

　　　　　　事業基盤強化積立金
　　　　　　　　前期末残高
　　　　　　　　当中間期変動額
　　　　　　　　　　事業基盤強化積立金の積立

　　　　　　　　当中間期変動額
　　　　　　　　　　社会厚生事業増進積立金の積立
　　　　　　　　　　社会厚生事業増進積立金の取崩
　　　　　　　　　　当中間期変動額合計
　　　　　　　　当中間期末残高

　　　　　　　　　　退職給与積立金の取崩
　　　　　　　　　　当中間期変動額合計
　　　　　　　　当中間期末残高
　　　　　　社会厚生事業増進積立金
　　　　　　　　前期末残高

　　　　　　　　　　当中間期変動額合計
　　　　　　　　当中間期末残高
　　　　　　退職給与積立金
　　　　　　　　前期末残高
　　　　　　　　当中間期変動額

　　　　　　　　　　当中間期変動額合計
　　　　　　　　当中間期末残高
　　　　　　価格変動積立金
　　　　　　　　前期末残高
　　　　　　　　当中間期変動額

　　　　その他剰余金
　　　　　　基金償却準備金
　　　　　　　　前期末残高
　　　　　　　　当中間期変動額
　　　　　　　　　　基金償却準備金の積立
　　　　　　　　　　基金償却準備金の取崩

　　　　　　前期末残高
　　　　　　当中間期変動額
　　　　　　　　損失てん補準備金の積立
　　　　　　　　当中間期変動額合計
　　　　　　当中間期末残高

　　剰余金
　　　　損失てん補準備金

　　　　当中間期変動額
　　　　　　当中間期変動額合計
　　　　当中間期末残高

　　　　　　基金償却積立金の積立
　　　　　　当中間期変動額合計
　　　　当中間期末残高
　　再評価積立金
　　　　前期末残高

　　　　　　基金の償却
　　　　　　当中間期変動額合計
　　　　当中間期末残高
　　基金償却積立金
　　　　前期末残高
　　　　当中間期変動額

６．中間基金等変動計算書

基金等
　　基金
　　　　前期末残高
　　　　当中間期変動額
　　　　　　基金の募集
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（単位：百万円）
平成２１年度 平成２２年度
中間会計期間 中間会計期間

（平成２１年４月１日から
平成２１年９月３０日まで）

（平成２２年４月１日から
　平成２２年９月３０日まで）

金　　額 金　　額科　　目

19,997 20,374

827 1,137
△ 450 △456

377 681
20,374 21,056

2,000 2,000

― ―
2,000 2,000

85 85

― ―
85 85

125,755 146,689

△ 110,557 △123,038
△ 335 △373

△ 1,043 △1,043
40,058 67,410

△ 15,000 △15,000
1,629 ―
△ 72 △553

372 372
― △6,000

△ 827 △1,137
450 456

　　　　　　　　　　土地再評価差額金の取崩 1,069 4,791
△ 84,255 △74,114

41,500 72,575

216,679 251,215

△ 110,557 △123,038
△ 1,043 △1,043

40,058 67,410
― △60,000

　　　　　　　　土地再評価差額金の取崩 1,069 4,791
△ 70,473 △111,879

146,206 139,335

627,132 661,668

― 60,000
△ 110,557 △123,038

― 60,000
△ 1,043 △1,043

40,058 67,410
　　　　　　基金の償却 ― △60,000

― △60,000
　　　　　　土地再評価差額金の取崩 1,069 4,791

△ 70,473 △51,879
556,659 609,788

　　　　　　当中間期変動額合計
　　　　当中間期末残高

　　　　　　基金償却準備金の取崩

　　　　当中間期変動額

　　　　　　社員配当準備金の積立
　　　　　　基金償却積立金の積立
　　　　　　基金利息の支払
　　　　　　中間純剰余

　　　　　　基金の募集

　　　　　　　　当中間期変動額合計
　　　　　　当中間期末残高
　　基金等合計
　　　　前期末残高

　　　　　　　　基金償却準備金の取崩

　　　　　　当中間期変動額
　　　　　　　　社員配当準備金の積立
　　　　　　　　基金利息の支払
　　　　　　　　中間純剰余

　　　　　　　　　　当中間期変動額合計
　　　　　　　　当中間期末残高
　　　　剰余金合計
　　　　　　前期末残高

　　　　　　　　　　不動産圧縮積立金の積立
　　　　　　　　　　不動産圧縮積立金の取崩

　　　　　　　　　　事業基盤強化積立金の積立

　　　　　　　　　　退職給与積立金の取崩
　　　　　　　　　　社会厚生事業増進積立金の積立
　　　　　　　　　　社会厚生事業増進積立金の取崩

　　　　　　　　　　損失てん補準備金の積立
　　　　　　　　　　基金利息の支払
　　　　　　　　　　中間純剰余
　　　　　　　　　　基金償却準備金の積立

　　　　　　　　　　当中間期変動額合計
　　　　　　　　当中間期末残高
　　　　　　中間未処分剰余金
　　　　　　　　前期末残高
　　　　　　　　当中間期変動額
　　　　　　　　　　社員配当準備金の積立

　　　　　　　　当中間期末残高
　　　　　　別途積立金
　　　　　　　　前期末残高
　　　　　　　　当中間期変動額

　　　　　　特別準備金
　　　　　　　　前期末残高
　　　　　　　　当中間期変動額
　　　　　　　　　　当中間期変動額合計

　　　　　　　　　　不動産圧縮積立金の積立
　　　　　　　　　　不動産圧縮積立金の取崩
　　　　　　　　　　当中間期変動額合計
　　　　　　　　当中間期末残高

　　　　　　　　前期末残高
　　　　　　　　当中間期変動額

　　　　　　不動産圧縮積立金
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（単位：百万円）
平成２１年度 平成２２年度
中間会計期間 中間会計期間

（平成２１年４月１日から
平成２１年９月３０日まで）

（平成２２年４月１日から
　平成２２年９月３０日まで）

金　　額 金　　額科　　目

255,397 677,168

444,129 △14,428
444,129 △14,428
699,526 662,739

△ 7,158 △6,519

303 2,471
303 2,471

△ 6,854 △4,047

80,432 77,829

△ 1,132 △4,300
△ 1,132 △4,300

79,300 73,529

328,671 748,478

443,300 △16,256
443,300 △16,256
771,972 732,221

955,803 1,410,146

― 60,000
△ 110,557 △123,038

― 60,000
△ 1,043 △1,043

40,058 67,410
　　　　基金の償却 ― △60,000

― △60,000
　　　　土地再評価差額金の取崩 1,069 4,791

443,300 △16,256
372,827 △68,136

1,328,631 1,342,010

　　　　基金等以外の項目の当中間期変動額（純額）
　　　　当中間期変動額合計

　　　　中間純剰余

　　　　基金償却準備金の取崩

　　当中間期末残高

　　前期末残高
　　当中間期変動額

　　　　社員配当準備金の積立
　　　　基金償却積立金の積立
　　　　基金利息の支払

　　　　基金の募集

　　　　前期末残高
　　　　当中間期変動額
　　　　　　基金等以外の項目の当中間期変動額（純額）
　　　　　　当中間期変動額合計
　　　　当中間期末残高
純資産合計

　　　　前期末残高
　　　　当中間期変動額
　　　　　　基金等以外の項目の当中間期変動額（純額）
　　　　　　当中間期変動額合計
　　　　当中間期末残高
　　評価・換算差額等合計

　　　　前期末残高
　　　　当中間期変動額
　　　　　　基金等以外の項目の当中間期変動額（純額）
　　　　　　当中間期変動額合計
　　　　当中間期末残高
　　土地再評価差額金

　　　　前期末残高
　　　　当中間期変動額
　　　　　　基金等以外の項目の当中間期変動額（純額）
　　　　　　当中間期変動額合計
　　　　当中間期末残高
　　繰延ヘッジ損益

評価・換算差額等
　　その他有価証券評価差額金
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注記事項 

（中間貸借対照表関係）    

平 成 ２２ 年 度 中 間 会 計 期 間 末 

１． 有価証券（現金及び預貯金・買入金銭債権のうち有価証券に準じるものを含む）の評価は、売買目的有価証券に

ついては９月末日の市場価格等に基づく時価法（売却原価の算定は移動平均法）、満期保有目的の債券については

移動平均法による償却原価法（定額法）、子会社株式及び関連会社株式（保険業法第２条第１２項に規定する子会

社および保険業法施行令第１３条の５の２第３項に規定する子法人等のうち子会社を除いたものならびに同条第４

項に規定する関連法人等が発行する株式をいう）については移動平均法による原価法、その他有価証券で時価のあ

るもののうち株式については９月中の市場価格等の平均、それ以外については９月末日の市場価格等に基づく時価

法（売却原価の算定は移動平均法）、時価を把握することが極めて困難と認められるものについては取得差額が金

利調整差額と認められる公社債（外国債券を含む）については移動平均法による償却原価法（定額法）、それ以外

の有価証券については移動平均法による原価法によっております。なお、その他有価証券の評価差額については、

全部純資産直入法により処理しております。 

 

２． デリバティブ取引の評価は時価法によっております。 

 

３． 土地の再評価に関する法律（平成１０年３月３１日公布法律第３４号）に基づき、事業用の土地の再評価を行っ

ております。なお、評価差額については、評価差額に係る税金相当額を「再評価に係る繰延税金負債」として負債

の部に計上し、これを控除した金額を「土地再評価差額金」として純資産の部に計上しております。 

再評価を行った年月日  平成１２年３月３１日 

同法律第３条第３項に定める再評価の方法 

土地の再評価に関する法律施行令（平成１０年３月３１日公布政令第１１９号）第２条第１号に定める「地

価公示法の規定により公示された価格」に奥行補正等の合理的な調整を行って算定 

なお、平成１６年１月１日付の合併により安田生命保険相互会社から承継した土地再評価差額金に係る再評価の

年月日および方法は次のとおりであります。 

再評価を行った年月日  平成１３年３月３１日 

同法律第３条第３項に定める再評価の方法 

土地の再評価に関する法律施行令（平成１０年３月３１日公布政令第１１９号）第２条第１号に定める「地

価公示法の規定により公示された価格」に奥行補正等の合理的な調整を行って算定したほか、第５号に定める

「鑑定評価」に基づいて算出 

 

４． 有形固定資産の減価償却の方法は、次の方法によっております。 

・建物 

① 平成１９年３月３１日以前に取得したもの 

旧定額法によっております。 

② 平成１９年４月１日以降に取得したもの 

定額法によっております。 

・建物以外 

① 平成１９年３月３１日以前に取得したもの 

旧定率法によっております。 

② 平成１９年４月１日以降に取得したもの 

定率法によっております。 

 

５． 外貨建資産・負債（子会社株式及び関連会社株式は除く）は、９月末日の為替相場により円換算しております。

なお、子会社株式及び関連会社株式は、取得時の為替相場により円換算しております。 

 

６． 貸倒引当金は、資産の自己査定基準および償却・引当基準に則り、次のとおり計上しております。破産、民事再

生等、法的・形式的な経営破綻の事実が発生している債務者（以下「破綻先」という）に対する債権および実質的

に経営破綻に陥っている債務者（以下「実質破綻先」という）に対する債権については、下記直接減額後の債権額

から担保の回収可能見込額および保証による回収可能見込額を控除し、その残額を計上しております。また、現状、

経営破綻の状況にはないが、今後経営破綻に陥る可能性が大きいと認められる債務者に対する債権については、債
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平 成 ２２ 年 度 中 間 会 計 期 間 末 

権額から担保の回収可能見込額および保証による回収可能見込額を控除し、その残額のうち、債務者の支払能力を

総合的に判断し必要と認める額を計上しております。上記以外の債権については、過去の一定期間における貸倒実

績等から算出した貸倒実績率を債権額に乗じた額を計上しております。 

   すべての債権は、資産の自己査定基準に基づき、関連部署が資産査定を実施し、当該部署から独立した資産監査

部署が査定結果を監査しており、その査定結果に基づいて上記の引当を行っております。 

   なお、破綻先および実質破綻先に対する担保・保証付債権等については、債権額から担保の評価額および保証等

による回収が可能と認められる額を控除した残額を取立不能見込額として債権額から直接減額しており、その金額

は１０,１１４百万円であります。 

 

７． 退職給付引当金は、従業員の退職給付に備えるため、退職給付に係る会計基準（「退職給付に係る会計基準の設

定に関する意見書」平成１０年６月１６日企業会計審議会）に基づき、当中間期末において発生したと認められる

額を計上しております。 

なお、当中間期末においては、年金資産見込額が退職給付債務見込額を上回っているため、退職給付引当金の残

高はありません。 

 

８． 役員退職慰労引当金は、役員に対する退職慰労金の支給に備えるため、支給見込額のうち、当中間期末において

発生したと認められる額を計上しております。 

なお、当社は平成１９年度の報酬委員会において、平成２０年６月３０日をもって退職慰労金制度を廃止するこ

とを決議し、制度廃止日以降在任役員に係る繰入を実施しておりません。 

 

９． 偶発損失引当金は、保険業法施行規則第２４条の４の規定に基づく引当金であり、主に、債権流動化に関し将来

発生する可能性のある損失を見積もり、必要と認められる額を計上しております。 

 

１０．価格変動準備金は、保険業法第１１５条の規定に準じて算出した額を計上しております。 

 

１１．リース取引開始日が平成２０年３月３１日以前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、引き続き

通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっております。 

 

１２．ヘッジ会計の方法は、「金融商品に関する会計基準」（平成２０年３月１０日 企業会計基準委員会）に従い、

主に、貸付金および借入金に対するキャッシュ・フローのヘッジとして金利スワップの特例処理、外貨建債券に対

する為替変動リスクのヘッジとして為替予約による時価ヘッジを行っております。 

なお、平成２１年度より保険契約に係る金利変動リスクをヘッジする目的で金利スワップ取引を利用しており、

業種別監査委員会報告第２６号「保険業における金融商品会計基準適用に関する会計上及び監査上の取扱い」（平

成１４年９月３日 日本公認会計士協会）に基づき繰延ヘッジ処理を行っております。ヘッジ有効性の評価は、ヘッ

ジ対象とヘッジ手段双方の理論価格の算定に影響を与える金利の状況を検証することにより行っております。 

 

１３．責任準備金は、保険業法第１１６条の規定に基づく準備金であり、保険料積立金については次の方式により計算

しています。 

（１）標準責任準備金の対象契約については、内閣総理大臣が定める方式（平成８年大蔵省告示第４８号） 

（２）標準責任準備金の対象とならない契約については、平準純保険料式 

なお、責任準備金には、保険業法施行規則第６９条第５項の規定に基づき、平成８年４月１日以前に契約締結し

た個人年金保険契約について、予定利率２.７５％を用いて保険料積立金を計算したことにより生じた差額を追加し

て積み立てることとしたもの（平成１９年度から３年間にわたる積立てを完了。なお、年金開始する契約の年金開

始後部分は、平成２２年度以降も年金開始の都度積立て）が含まれております。 

 

１４．消費税および地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。ただし、資産に係る控除対象外消費税等の

うち、税法に定める繰延消費税等については、その他資産に計上し５年間で均等償却し、繰延消費税等以外のもの

については、当中間期に費用処理しております。 

 

１５．無形固定資産に計上している自社利用のソフトウェアの減価償却の方法は、利用可能期間に基づく定額法により
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行っております。 

 

１６．中間期に係る法人税及び住民税ならびに法人税等調整額は、当期において予定している剰余金処分方式による社

員配当準備金、不動産圧縮積立金の積立てまたは取崩しを前提として、当中間期に係る金額を計算しております。

 

１７．当中間会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（平成２０年３月３１日 企業会計基準委員会）およ

び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（平成２０年３月３１日 企業会計基準委員会）を適用しており

ます。 

この結果、従来の方法によった場合と比べ、有形固定資産が２,６０８百万円増加し、資産除去債務が３,３５７

百万円新たに計上されております。また、経常利益が６７百万円減少し、税引前中間純剰余が７４８百万円減少し

ております。 

 

１８．当中間期末における主な金融資産および金融負債に係る貸借対照表計上額、時価およびこれらの差額については、

次のとおりであります。 

(単位:百万円)

 貸借対照表計上額 時価 差額 

現金及び預貯金 225,690 225,690  - 

  その他有価証券(譲渡性預金) 58,990 58,990  - 

買入金銭債権 238,466 252,207 13,740

  満期保有目的の債券 233,459 247,200 13,740

  その他有価証券 5,006 5,006 - 

有価証券 17,212,599 17,542,360 329,761

  売買目的有価証券 620,074 620,074 - 

  満期保有目的の債券 5,613,156 5,942,918 329,761

  その他有価証券 10,979,367 10,979,367 - 

貸付金 5,201,115 5,362,058 160,943

保険約款貸付 355,472 355,472 - 

一般貸付 4,845,643 5,006,586 160,943

貸倒引当金(*1) △4,319 - - 

 5,196,796 5,362,058 165,262

債券貸借取引受入担保金 381,480 381,480 - 

借入金 100,000 100,000 - 

金融派生商品(*2) 25,034 25,034 - 

 ヘッジ会計が適用されていないもの 141 141 - 

 ヘッジ会計が適用されているもの 24,893 24,893 - 

(*1)貸付金に対応する一般貸倒引当金および個別貸倒引当金を控除しております。 

(*2)デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しており、合計で正味の債務となる項

目については、（ ）で示しております。 

 

（注１）金融商品の時価の算定方法 

 

・資産 

① 現金及び預貯金 

約定期間が短期であることから、時価は帳簿価額と近似しているものと想定されるため、当該帳簿価額を時価とし

ております。「金融商品に関する会計基準」（平成２０年３月１０日 企業会計基準委員会）に基づく有価証券とし

て取り扱うものについては、③有価証券と同様に評価しております。 

② 買入金銭債権 

買入金銭債権のうち「金融商品に関する会計基準」（平成２０年３月１０日 企業会計基準委員会）に基づく有価
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証券として取り扱うものについては、③有価証券と同様に評価しており、主に、取引相手先から入手した、将来キャ

ッシュ・フローを現在価値に割り引く方法により算定された価額を時価としております。 

なお、一部の劣後信託受益権については、将来キャッシュ・フローの算定が難しいなど時価を把握することが極め

て困難と認められるため時価開示の対象とはしておらず、買入金銭債権に含めておりません。当該信託受益権の当中

間期末における貸借対照表価額は、３７,０４３百万円であります。 

③ 有価証券 

その他有価証券のうち市場価格のある国内株式については、９月中の市場価格の平均等によっております。上記以

外の有価証券については９月末日の市場価格等によっております。 

なお、市場価格がない非上場株式等については、時価を把握することが極めて困難と認められるため、時価開示の

対象とはしておらず、有価証券に含めておりません。当該非上場株式等の当中間期末における貸借対照表価額は、

１,０１６,７７１百万円（うち子会社株式及び関連会社株式１３２,５８６百万円）であります。また、当中間期に

おいて子会社株式及び関連会社株式以外の非上場株式等について２９７百万円減損処理を行っております。 

④ 貸付金 

保険約款貸付は、当該貸付を解約返戻金の範囲内に限るなどの特性により返済期限を設けておらず、返済見込期間

および金利条件等から、時価は帳簿価額と近似しているものと想定されるため、当該帳簿価額を時価としております。

一般貸付の時価については、主に、将来キャッシュ・フローを現在価値に割り引いた価格によっております。なお、

破綻先、実質破綻先および破綻懸念先に対する貸付金については、直接減額前の帳簿価額から貸倒見積高を控除した

額を時価としております。 

 

・負債 

① 債券貸借取引受入担保金 

約定期間が短期であることから、時価は帳簿価額と近似しているものと想定されるため、当該帳簿価額を時価とし

ております。 

② 借入金 

借入金は、変動金利によるものであり、短期間で市場金利を反映し、また、当社の信用状態は借入後大きく異なっ

ていないことから、時価は帳簿価額と近似していると考えられるため、当該帳簿価額によっております。 

 

・金融派生商品 

① 株価指数先物、債券先物等の取引所取引の時価については、９月末日の終値または清算価格等によっております。

② 外国為替予約等の店頭取引の時価については、９月末日のＴＴＭ、ＷＭロイターレート、割引レート等を基準と

した理論価格または取引相手先から入手した９月末日の時価によっております。 

③ 金利スワップ取引の時価については、将来キャッシュ・フローの差額を現在価値に割り引いた理論価格または取

引相手先から入手した９月末日の時価等によっております。 

なお、金利スワップの特例処理によるものは、ヘッジ対象とされている貸付金と一体として処理されているため、

その時価は、当該貸付金の時価に含めて記載しております。 
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（注２）保有目的ごとの有価証券に関する注記事項 

 

① 満期保有目的の債券において、種類ごとの貸借対照表計上額、時価およびこれらの差額については、次のとおり

であります。 

(単位:百万円)

 

種類 貸借対照表 

計上額 

時価 差額 

時価が貸借対照表計上

額を超えるもの 

①国債･地方債等  4,716,162 5,005,925  289,762 

②社債 690,391 730,321  39,929 

③その他 326,661 342,127  15,465 

合計 5,733,216 6,078,374  345,157 

時価が貸借対照表計上

額を超えないもの 

①国債･地方債等  63,354 62,105  △1,249 

②社債 3,894 3,875  △18 

③その他 46,151 45,763  △387 

合計 113,400 111,744  △1,655 

(*)本表には、金融商品取引法上の有価証券として取り扱うことが適当と認められるものを含めております。 

 

② その他有価証券において、種類ごとの取得原価または償却原価、貸借対照表計上額およびこれらの差額について

は、次のとおりであります。 

(単位:百万円)

 種類 取得原価 

または 

償却原価 

貸借対照表 

計上額 

差額 

貸借対照表計上額が取

得原価または償却原価

を超えるもの 

(1)株式  1,301,486 1,977,641  676,155 

(2)債券 5,737,130 6,127,280  390,149 

①国債･地方債等 4,994,160 5,344,004  349,844 

②社債 742,970 783,275  40,305 

(3)その他 1,277,054 1,363,194  86,139 

合計 8,315,671 9,468,116  1,152,444 

貸借対照表計上額が取

得原価または償却原価

を超えないもの 

(1)株式  501,907 451,868  △50,038 

(2)債券 236,683 235,722  △961 

①国債･地方債等 234,539 233,791  △748

②社債 2,144 1,931  △212 

(3)その他 949,417 887,658  △61,758 

合計 1,688,008 1,575,249  △112,758 

(*)本表には、金融商品取引法上の有価証券として取り扱うことが適当と認められるものを含めております。

また、「取得原価または償却原価」は減損処理後の帳簿価額であります。 

 

１９．前年度末に比して著しい変動がないため、賃貸等不動産の時価に関する事項の記載を省略しております。 

 

２０．貸付金のうち、破綻先債権、延滞債権、３ヵ月以上延滞債権および貸付条件緩和債権の額は、２９,６９６百万円

であります。なお、それぞれの内訳は以下のとおりであります。 

   貸付金のうち、破綻先債権額は２２１百万円、延滞債権額は６,２６１百万円であります。 

   上記取立不能見込額の直接減額は、破綻先債権額１０,０９１百万円、延滞債権額２３百万円であります。 

なお、破綻先債権とは、元本または利息の支払の遅延が相当期間継続していることその他の事由により元本また

は利息の取立てまたは弁済の見込みがないものとして未収利息を計上しなかった貸付金（貸倒償却を行った部分を

除く。以下「未収利息不計上貸付金」という）のうち、法人税法施行令（昭和４０年政令第９７号）第９６条第１

項第３号のイからホまでに掲げる事由または同項第４号に規定する事由が生じている貸付金であります。 

また、延滞債権とは、未収利息不計上貸付金であって、破綻先債権および債務者の経営再建または支援を図るこ
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とを目的として利息の支払を猶予した貸付金以外の貸付金であります。 

貸付金のうち、３ヵ月以上延滞債権額はありません。 

なお、３ヵ月以上延滞債権とは、元本または利息の支払が、約定支払日の翌日を起算日として３ヵ月以上延滞し

ている貸付金で破綻先債権および延滞債権に該当しないものであります。 

貸付金のうち、貸付条件緩和債権額は２３,２１３百万円であります。 

なお、貸付条件緩和債権とは、債務者の経営再建または支援を図ることを目的として、金利の減免、利息の支払

猶予、元本の返済猶予、債権放棄その他債務者に有利となる取決めを行ったもので、破綻先債権、延滞債権および

３ヵ月以上延滞債権に該当しない貸付金であります。 

 

２１．保険業法第１１８条第１項の規定による特別勘定の資産の額は、６５８,３９９百万円であります。 

なお、同勘定の負債の額も同額であります。 

 

２２．中間貸借対照表に計上した有形固定資産および無形固定資産のほか、リース契約により使用している重要な有形

固定資産として電子計算機およびその周辺機器等があります。 

 

２３．社員配当準備金の異動状況は次のとおりであります。 

前年度末現在高 ３３０,６４９百万円

前年度剰余金よりの繰入額 １２３,０３８百万円

当中間期社員配当金支払額 ７６,９０５百万円

利息による増加等 ５５３百万円

当中間期末現在高 ３７７,３３５百万円

 

２４．保険業法第６０条の規定により基金を６０,０００百万円新たに募集いたしました。 

 

２５．基金６０,０００百万円の償却に伴い、同額の基金償却準備金を保険業法第５６条の規定による基金償却積立金へ

振り替えております。 

 

２６．担保に供されている資産の額は、有価証券３,０８１百万円であります。 

 

２７．消費貸借契約により貸し付けている有価証券（現金担保付債券貸借取引による有価証券を含む）の貸借対照表価

額は、９２３,６８１百万円であります。 

 

２８．貸付金に係るコミットメントライン契約等の融資未実行残高は、８,４４７百万円であります。 

 

２９．その他の負債には、他の債務よりも債務の履行が後順位である旨の特約が付された劣後特約付借入金

１００,０００百万円を含んでおります。 

 

３０．その他の負債には、債券貸借取引に伴う受入担保金３８１,４８０百万円を含んでおります。 

 

３１．保険業法第２５９条の規定に基づく生命保険契約者保護機構に対する当中間期末における当社の今後の負担見積

額は４７,９８０百万円であります。 

なお、当該負担金は拠出した年度の事業費として処理しております。 

 

３２．子会社等の株式等は、１３９,６５０百万円であります。 

 

３３．保険業法施行規則第７３条第３項において準用する同規則第７１条第１項に規定する再保険を付した部分に相当

する支払備金（以下「出再支払備金」という）の金額は１０２百万円、同規則第７１条第１項に規定する再保険を

付した部分に相当する責任準備金（以下「出再責任準備金」という）の金額は１,９８４百万円であります。 
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１． 有価証券売却益の主な内訳は、国債等債券１０,７２６百万円、株式等２６,６５７百万円、外国証券２百万円で

あります。 

有価証券売却損の主な内訳は、国債等債券３,２７６百万円、株式等６,００１百万円、外国証券３２,５９４百万

円であります。 

有価証券評価損の主な内訳は、株式等６,８５３百万円、外国証券２７,３２２百万円であります。 

 

２． 支払備金戻入額の計算上、足し上げられた出再支払備金繰入額の金額は４１百万円、責任準備金繰入額の計算上、

差し引かれた出再責任準備金繰入額の金額は７１５百万円であります。 

 

３． 利息及び配当金等収入の内訳は次のとおりであります。 

預貯金利息 ９８百万円

有価証券利息・配当金 １８７,４７４百万円

貸付金利息 ５３,６８９百万円

不動産賃貸料 １７,４５２百万円

その他利息配当金 ４,３７０百万円

計 ２６３,０８６百万円

 

４． その他特別損失は、資産除去債務に関する会計基準の適用に伴って発生した、前年度以前の減価償却費等に相当

する金額であります。 

 

５． 当中間期における減損損失に関する事項は、次のとおりであります。 

（１）資産のグルーピング方法 

保険事業等の用に供している不動産等については、保険事業等全体で１つの資産グループとしております。また、

保険事業等の用に供していない賃貸不動産等および遊休不動産等については、それぞれの物件ごとに１つの資産グ

ループとしております。 

（２）減損損失の認識に至った経緯 

不動産市況の悪化等により、一部の資産グループに著しい収益性の低下または時価の下落が見られたことから、

帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上しております。 

（３）減損損失を認識した資産グループと減損損失計上額の固定資産の種類ごとの内訳 

 

用 途  件 数 減 損 損 失 （百万円） 

   土 地 建 物  計 

賃貸不動産等  ２件 ５,２５０ ６３８  ５,８８９

遊休不動産等  ３５件 ８９４ １,３２１  ２,２１６

合 計  ３７件 ６,１４５ １,９６０  ８,１０６

 

（４）回収可能価額の算定方法 

回収可能価額は、賃貸不動産等については物件により使用価値または正味売却価額を、遊休不動産等については

正味売却価額を適用しております。なお、使用価値については見積乖離リスクを反映させた将来キャッシュ・フロ

ーを２.４８％で割り引いて算定しております。また、正味売却価額については不動産鑑定評価基準に基づく鑑定評

価額等から処分費用見込額を差し引いた価額、または公示価格等を基準にした評価額等をもとに算定しております。
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